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私
た
ち
は
、
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
理
念

に
沿
っ
た
人
類
と
地
球
環
境
に

配
慮
し
た
モ
ノ
づ
く
り
技
術
、

す
な
わ
ち
省
エ
ネ
・
低
排
出
・

リ
ス
ク
フ
リ
ー
合
成
を
可
能
に

す
る
取
り
扱
い
容
易
な
“
分
子

触
媒
”
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
新
触
媒
を
発
見
す
る

と
、
持
続
可
能
な
合
成

法
が
誕
生
す
る
だ
け
で

な
く
、
従
来
法
で
は
困

難
だ
っ
た
分
子
変
換
が

可
能
と
な
り
、
合
成
戦

略
の
革
新
に
も
つ
な
が
る
。
以

下
に
、
三
つ
の
触
媒
開
発
と
そ

の
応
用
研
究
に
つ
い
て
概
説

す
る
。

　

ア
ベ
ナ
オ
ー
ル
は
、
ア
フ
リ

カ
で
作
物
被
害
を
与
え
る
根
寄

生
菌
ス
ト
ラ
イ
ガ
の
駆
除
剤
と

し
て
期
待
さ
れ
る
ス
ト
リ
ゴ
ラ

ク
ト
ン
類
に
属
し
、
２
０
１
４

年
に
米
山
ら
に
よ
っ
て
単
離
さ

れ
た
植
物
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
。

合
成
上
の
課
題
は
、
全
シ
ス
置

換
シ
ク
ロ
プ
ロ
パ
ン
を
含
む

Ａ
，
Ｂ
環
の
構
築
と
Ｃ
，
Ｄ
環

の
８
位
と
２́
位
の
不
斉
炭
素
の

立
体
制
御
で
あ
る
（
式
１
）。

ア
レ
ニ
ル
ジ
ア
ゾ
１
の
シ
ク
ロ

プ
ロ
パ
ン
化
に
よ
り
Ａ
，Ｂ
環
、

ア
ル
コ
ー
ル
２
の
1,3
︲
水
素
移

動
を
経
て
Ｂ
環
７
位
、
ジ
オ
ー

ル
３
の
エ
ー
テ
ル
環
化
、
続
く

酸
化
に
よ
り
Ｃ
環
８
位
を
そ
れ

ぞ
れ
構
築
し
４
ａ
と
し
た
。

　

一
方
、
生
物
活
性
に
重
要
な

Ｄ
環
の
不
斉
構
築
法
を
検
討
し

（
式
２
）、
触
媒
Ｄ
が
エ
ノ
ー
ル

４
ｂ
と
ブ
テ
ノ
リ
ド
５
の
置
換

反
応
を
加
速
し
、
６
ｂ
を
選
択

的（
88
％
ｅ
ｅ
）に
与
え
る
こ
と

を
見
出
し
た
。最
後
に
、
本
法

を
化
合
物
４
ａ
に
適
用
し
６
ａ

を
経
て（
＋
）︲
ア
ベ
ナ
オ
ー
ル

の
初
の
不
斉
全
合
成
を
達
成
し

た
。

　

様
々
な
マ
イ
ケ
ル
受
容
体
が

開
発
さ
れ
て
き
た
が
、
不
飽
和

カ
ル
ボ
ン
酸
は
唯
一
未
開
拓
で

あ
っ
た
。
私
た
ち
は
チ
オ
尿
素

と
ボ
ロ
ン
酸
の
共
触
媒
を
利
用

し
た
カ
ル
ボ
キ
シ
基
選
択
的
な

活
性
化
法
を
考
案
し
た
。
ボ
ロ

ン
酸
Ｅ
と
チ
オ
尿
素
Ｆ
共
存
下

で
は
フ
ェ
ノ
ー
ル
７
の
分
子
内

付
加
が
高
選
択
的
に
進
行
し
、

ア
ミ
ン
の
添
加
に
よ
り
天
然
物

の
ワ
ン
ポ
ッ
ト
合
成
を
行
っ
た

（
式
３
）。
触
媒
Ｇ
は
カ
ル
ボ

ン
酸
９
と
Ｂ
ｎ
Ｏ
Ｎ
Ｈ
２
の
分

子
間
反
応
に
も
有
効
で
あ
り
、

付
加
体
10
よ
り
糖
尿
病
治
療
薬

と
ト
コ
フ
ェ
ロ
ー
ル
類
を
不
斉

合
成
し
た
（
式
４
）

　

ま
た
反
応
解
析
か
ら
、
ホ
ウ

素
原
子
に
水
と
カ
ル
ボ
ン
酸
二

分
子
が
配
位
し
た
四
配
位
ボ

レ
ー
ト
錯
体
が
真
の
活
性
種
で

あ
り
、
協
奏
的
な
求
核
剤
の
付

加
と
プ
ロ
ト
ン
化
が
立
体
制
御

の
鍵
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
触
媒

Ｇ
は
チ
ア
︲
共
役
付
加
に
も
適

用
で
き
、
溶
媒
を
変
え
る
だ
け

で
同
じ
基
質
11
か
ら
鏡
像
異
性

体
（
12
）
の
作
り
分
け
が
可
能

な
“
キ
ラ
ル
ス
イ
ッ
チ
現
象
”

を
見
出
し
た
（
式
５
）

　

ペ
プ
チ
ド
や
グ
リ
コ
シ
ド
合

成
に
利
用
で
き
る
実
用
的
な
触

媒
は
今
な
お
少
な
い
。
私
た
ち

は
g‌

e‌

m
︲
ジ
ボ
ロ
ン
酸
Ｈ
を

独
自
に
開
発
し
、
ジ
ペ
プ
チ
ド

の
触
媒
的
合
成
法
を
確
立
し
た

（
式
６
）。
ま
た
、
ボ
リ
ン
酸

Ｉ
は
ジ
オ
ー
ル
13
と
ト
リ
フ

ラ
ー
ト
14
の
１
位
選
択
的
O
︲

ア
ル
キ
ル
化
を
、
ま
た
触
媒
Ｊ

は
ホ
ス
フ
ァ
イ
ト
15
と
の
グ
リ

コ
シ
ル
化
を
効
果
的
に
加
速

し
、
対
応
す
る
1,2
︲
ｃ
ｉ
ｓ
︲

グ
リ
コ
シ
ド
を
与
え
た（
式
７
、

８
）。
第
一
級
ア
ミ
ド
存
在
下

で
も
不
活
化
さ
れ
ず
に
イ
ミ

デ
ー
ト
16
や
ガ
ラ
ク
タ
ー
ル
17

の
N
︲
グ
リ
コ
シ
ド
化
を
促
進

す
る
イ
ミ
ダ
ゾ
リ
ウ
ム
塩
Ｋ
、

Ｌ
の
開
発
に
も
成
功
し
た
（
式

９
、
10
）

　

以
上
、
私
た
ち
は
数
々
の
独

創
的
な
触
媒
を
世
に
送
り
出

し
、
未
踏
反
応
へ
の
挑
戦
を
通

じ
て
、
グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
ス
ト

リ
ー
に
多
少
な
り
と
も
貢
献
で

き
た
。
今
後
は
さ
ら
に
革
新
的

な
高
機
能
触
媒
を
世
に
送
り
出

し
て
い
き
た
い
。

京
都
大
学
大
学
院
薬
学
研
究
科
教
授

竹
本 

佳
司

１
．
ア
ベ
ナ
オ
ー

ル
の
不
斉
全
合
成

２
．
カ
ル
ボ
ン
酸

の
触
媒
的
活
性
化

３
．
ペ
プ
チ
ド
お

よ
び
グ
リ
コ
シ
ル

化
触
媒

分子触媒の設計と組織化に基づく
高度分子変換技術の創出


